
黒字は、今回のアンケートで出た意見
赤字〔〕は事務局からの補足
青字は、今回のアンケート以外で既出の意見

菊間小学校に対する意見 亀岡小学校に対する意見 教育委員会で整理した論点

１　菊間町内にある
　・菊間町内に小学校を置くことができる。
（地域の生活拠点として学校があることが望ま
しい）

１　菊間町内にある
　・菊間町内に小学校を置くことができる。
（地域の生活拠点として学校があることが望ま
しい）

２　菊間支所に近い
これまでのご意見
・地域活性化の拠点として、利便性がよい。
・町の中心地である。

①今後も保育所と合同訓練を続けるのか？
↓
これまでのご意見
●災害時の連携や非常時の役割分担、避難経路の
確認がしやすくなる。普段のつながりが非常時の
安心につながる。
●小中隣接ではなく小保隣接の大切さを検討して
ほしい。
〔統合後も各施設で避難訓練は行って参りま
す。〕

②JR通学の安全性をどう考えるか？
↓
メリット：バス台数の不足に対応できる。
これまでのご意見
●無人駅でホームの安全性も低く（ホームドア無
し等）、低学年での利用には心配がある。どちら
の学校に統合されても、バスをしっかり確保して
ほしい。
●JRの利用も検討してほしい。
●安全な設備整備をJRに掛け合うなど、安全に
JRを利用する方法を検討してはどうか。
〔JR、バス等、可能な方法を検討して参りま
す。駅での旗当番を設定するという案も考えられ
ます。〕

３　菊間中学校に近い
メリット
・小中連携事業（合同行事など）が行いやす
い。

２　保育所が近くにある
これまでのご意見
・合同避難訓練ができる。
・保育所との交流活動がしやすい。
・保育所の子どもたちが日常的に小学生や小
　学校を見ることで、将来の進学をイメージ
　でき、入学への期待や安心につながる。
・登下校中など、近接した場所に知っている
　場所、知っている大人、兄弟姉妹がいると
　いう安心感がある。

３　菊間、亀岡両地区に学校が残る
これまでのご意見
・小学校を亀岡地区、中学校を菊間地区に置
　くことで、地域全体が子どものふるさとと
　なる。様々な地域や団体とふれあい、菊間
　全体へ郷土愛が育つ。
・小学校と中学校で周辺環境を変えることで
　子どもたちの心機一転になる。

4　JRの駅に近い
これまでのご意見
・JRを活用した通学ができる。
・公共交通機関や国道からの距離等を考えると
亀岡小学校の校舎を活用する方がいいのではな
いか。
・校区外学習でJRを使用しやすい。（亀P保
護者アンケート）

立
地

④菊間小学校で、亀岡が維持してきた地域の協力
を維持できるか？
⑤学校統合に合わせ、菊間、亀岡の地域行事を統
合するか？
↓
これまでのご意見
●菊間小学校PTAで対応可能な限りはPTAでの
努力を続けたい。(その意思がある。)
●将来、PTA活動が続けられなくなる可能性もあ
る。一人の力でなく、保護者が協力し合うことが
大事だ。
●学校管理や行事を維持していくには地域の協力
が必要だ。
●保護者や地域の方々が協力し合って活動する姿
を見るのも子どもたちにとっての勉強になる。
●運動会、運動場の清掃作業、盆踊り、文化祭
等、地域行事を小学校・保育所・地域が協力して
行っているが、統合後も菊間全域で同じような協
力体制を築けるか不安。
●施設管理について、地域の協力が得られない時
は、市が業者委託などの支援をしてくれるのか？
●統合をきっかけに両地区の慣習をアップデート
することも大事だ。
●運動会、夏祭り、文化祭など両地区で似た取組
は、この機会に統合させるのはどうか。
〔統合後、小学校を盛り上げるために両地区で
様々な準備が必要です。教育委員会も積極的に関
わって参ります。〕

２　学校運営に対する地域の方々の協力体制
について、亀岡地区コミュニティを地盤とし
ながら菊間地区との再編を行い、地域と一体
になった学校を整えることで、児童や保護
者、教職員の負担を軽減し、持続可能な学校
づくりをする必要がある。
これまでのご意見
・地域コミュニティ行事に学校が組み込まれ
　ており、学校整備や学校行事に地域住民が
　参加する土壌が作られている。

運
営

１　少子化傾向であるが、学校の魅力化を進
めることで他地域からの呼び込みを行い、学
校存続を図っていく。

１　少子化傾向であるが、学校の魅力化を進
めることで他地域からの呼び込みを行い、学
校存続を図っていく。

③どのような魅力化・特色化を進めるか？
↓
これまでのご意見
●お供馬など地域文化を活用する。
●現在、小中連携事業はあまりないが、今後、他
の中学校に流れないように魅力づくりをしてほし
い。
〔今後、菊間ならではの魅力づくりを進めて参り
ます。〕

●アンケートや保護者説明会をもとにした、これまでのご意見まとめ
(意見整理表）

４　JRの駅に近い
これまでのご意見
・JRを活用した通学ができる。

２　学校運営に対する地域の方々の協力体制
について、亀岡地区コミュニティを参考に菊
間地区で再編を行い、地域と一体になった学
校を整えることで、児童や保護者、教職員の
負担を軽減し、持続可能な学校づくりをする
必要がある。

資料２（協議後修正）



防
災

1　菊間小運動場は、土砂/高潮/津波の際に指
定緊急避難所として使用できる。

２　菊間小校舎は、土砂/高潮/津波の際に指
定一般避難所として使用できる。

1　亀岡小運動場は、土砂の際に指定緊急避難
所として使用できる。（高潮、津波では使用
できない）

２　亀岡小校舎は、土砂の際に指定一般避難
所として使用できる。高潮の際は３階以上、
津波の際は２階以上が使用できる

防災について、これまでのご意見
●亀岡小では、津波や河川氾濫が心配である。
●菊間小では、河川氾濫が心配である。
●両地区に避難訓練を行っている。

反対のご意見

１　亀岡小学校に比べて施設が広い
これまでのご意見
・複合施設など、施設余剰部分で様々な活用
　が考えられる。
・運動会など、地域合同の行事をより広い運
　動場で行うことができる。（菊小保護者説明
会）
・統合後、人数が増えることを考慮すれば、
　菊間小学校が広すぎるということはないと
　思う。

⑥学校の敷地が大きい方がメリットがあるのか？
（メリットとして生かせるのか？）
↓
これまでのご意見
●統合後、人数が増えることを考慮すれば、菊間
小学校が広すぎるということはないと思う。
●人数減少の中、将来的に学校施設の管理が難し
くなると思われる。より管理がしやすい施設規模
がよい。
●校舎、施設、設備等については規模の違いはあ
るが、安全性や使い勝手などに大きな差はないと
思う。

⑦老朽化する施設について、市や教育委員会へど
のような要望を出すか？
↓
これまでのご意見
●学校施設の整備は、人数に見合った教室数、ト
イレの数、清潔さなど、必要整備や管理費用を含
め、今後数十年、子どもが過ごしやすい環境とし
て具体的に比較検討してほしい。
●全てのトイレの洋式化
●亀岡小の遊具ターザンロープを残してほしい。
（亀小Pアンケート）
〔これまでの統廃合では、意見書で提出されたご
要望を可能な限り実現するよう整備を実施してい
ます。〕

通
学

施
設
３　駐車場の心配がない
・学校周辺に恒常的に駐車場として使える土
　地がある。

３　駐車場の心配がない
・運動会など行事のときは、多目的広場グラ
　ウンドを使用できるようになっている。

2　老朽化が進んでおり、将来的に大規模改修
の必要がある。

2　老朽化が進んでおり、将来的に大規模改修
の必要がある。

１　菊間小学校に比べて施設が狭い
これまでのご意見
・将来、さらなる少人数の児童、保護者、教
　職員で整備するとき、より負担が少ないと
　考えられる。
・人数の推移を見ても、体育館の大きさや２
　階の有無、教室数、トイレの配置（バリア
　フリーは両校完備）も、それほど必要でな
　く、亀岡小学校でも決して狭くはない。人
　数に見合った施設規模を望む。

・菊間から亀岡へのバス通学は現実的ではな
　い。

１　通学距離が３㎞以上の場合は、スクール
バスを運行する。ただし、確保できるバスの
台数は１台が現実的と想定する。
なお、亀岡地区から児童を送迎する場合、バ
ス１台の運行で可能。
これまでのご意見
・バスの運行台数が少ない（遠距離通学人数
　が少ない）方が全体として通学の負担が少
　ない。
・歌仙地区の奥からの登校距離を考えると菊
　間小が妥当と考える。(亀小Pアンケート)

１　通学距離が３㎞以上の場合は、スクール
バスを運行する。ただし、確保できるバスの
台数は１台が現実的と想定する。
なお、菊間地区から児童を送迎する場合、バ
ス２～３台の運行が必要
これまでのご意見
・将来的には、バス利用人数は両地区で変わ
　らなくなる。１台のバスを２回運行する
　（時間差登校）などの工夫で、バス台数不
　足は対応できる。
・統合場所の決定には、亀岡小学校に統合す
　る場合の菊間地区児童の通学方法について
　具体的な案の提示と比較検討が必要。

⑧安全な通学方法について、市や教育委員会へど
のような要望を出すか？
↓
これまでのご要望
●子どもの安全が第一であり、どちらの学校で
も、学校周辺道路、通学路の整備は必要。…ガー
ドレール設置、池沼等の柵設置、道路拡幅、通学
バス乗降場所整備、その他路面上の危険個所整備
●周辺道路の拡幅や通学バス乗降場所の整備等の
計画は具体的にどのようなものか
●人手不足によりバスの確保が難しい中で、バス
を数台確保できるのか。無理に確保することで管
理不足などにならないか？
●バスや運転手の管理を徹底し、安全対策をしっ
かりとしてほしい。
●小学生の自転車通学は峠の坂や国道を通ること
を考えると現実的ではない。
●通学時間に配慮をしてほしい。
●通勤時間と通学時間が重なる可能性に配慮して
ほしい。
●移動する児童数が少ないから、危険は少ないと
いう認識は危ない。少ない人数ならリスクを負っ
てもよいということはない。どちらの学校になっ
ても、安全対策を万全にするべきだ。
〔安全に通学できる環境づくりは必須です。教育
委員会としても、あらゆる手段を排除せず、検討
を進めて参ります。〕

（再掲）②JR通学の安全性をどう考えるか？
↓
メリット：バス台数の不足に対応できる。
これまでのご意見
●無人駅、ホームの安全性も低く（ホームドア無
し等）、低学年での利用には心配がある。どちら
の学校でも、バスをしっかり確保してほしい。
●JRの利用も検討してほしい。
●安全な設備整備をJRに掛け合うなど、安全に
JRを利用する方法を検討してはどうか。
〔JR通学も選択肢のひとつであると考えます。
保護者の協力もいただきながら安全な制度設計を
行いたいと考えています。〕
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２　菊間支所に近い
これまでのご意見：
・地域活性化の拠点として、利便性がよい。
・町の中心地である。

１　施設が広い
これまでの意見
・学校施設の余剰部分を、高齢者施設などに
　活用できる。
・地域の合同運動会などを広い運動場で行え
　る。
・広い運動場の一部を使ってお供馬を活用し
　た学校の魅力づくりをするのはどうか。

⑨子どもたちの学校生活について、市や教育委員
会にどのような要望を出すか。また、地域でどの
ような取組をしていくか。
↓
これまでのご意見
●遠距離通学児童が、登下校により学校生活に制
限がかからないよう配慮してほしい。
●子どもの行動範囲が広がることで、こどもだけ
で移動する際の危険性
●制服をどうするのか。（亀小Pアンケート）
●児童館、児童クラブは利用しやすい環境で設置
してほしい。
●各地区の児童館を必ず残してほしい。通学バス
の最終地点にしてほしい。
●軽度の発達障害のある子どもが気軽に利用でき
る支援級の体制を作ってほしい。
●廃校した地区の住民と児童生徒とのつながり、
地域との交流の継続
●保育所から菊間中学校まで、ほぼ顔ぶれが変わ
らないのは、年頃の子どもにとって辛いと思う
が、何か対策や考えはあるか？　狭い世界しか知
らず、いじめなどがあった場合、不登校などリス
クがある。
●統合後の学校は柔軟な運営がしやすいよう、特
例的に許可出せるものは積極的に検討をお願いし
たい。
〔統合に伴う様々な課題は準備会を通じてひとつ
ひとつ丁寧に対応して参ります。〕

⑩閉校となる地区の地域コミュニティ活動を継続
できるか？
↓
これまでのご意見
●亀岡から公民館も学校もなくなると、地域活動
が難しくなる。コミュニティの場所や災害時の避
難場所として、学校が機能できるよう配慮してほ
しい。（市への要望）
●小学校統合には賛同する。しかし、亀岡地区の
公民館活動としては、一部で、「菊間小学校に統
合すれば、夏の盆踊り大会、秋の大運動会、冬の
学習発表会等の休止はやむを得ない。地域コミュ
ニティ活動の内容縮小もありうる。」という意見
もある。２校の新旧・耐震性及び各施設の今後の
維持管理等々を熟慮され、同協議会の熟考に期待
したい。（壮年会意見）
（再掲）⑤学校統合に合わせ、菊間、亀岡の地域
行事を統合するか？
↓
これまでのご意見
●統合をきっかけに両地区の慣習をアップデート
することも大事だ。
●運動会、夏祭り、文化祭など両地区で似た取組
は、この機会に統合させるのはどうか。

⑫その他、地域づくりのことで市や教育委員会に
どのような要望を出すか？
↓
これまでのご意見
●過疎地域対策の強化
●日用品の買い物も町内で完結しない。外食産業
もなく、若い人がUターンIターンを考えられな
い。せめてドラッグストアなど誘致できないか。
生活の改善から、若い人・子どもを増やす方向に
つなげたい。
●地域住民が利用しやすい廃校の利活用（もとも
とコミュニティの中心であるため）

⑪菊間小学校で複合施設を考えるか？
↓
これまでのご意見
●学校施設の余剰部分を、高齢者施設などに
　活用できる。
●菊間町内で小学校内に複合施設は向いてなく、
市内の住民数がある小学校地区で進めるべきだと
思う。それより、空き地や空き家の見直し、道路
整備、スーパーマーケットなどの見直しや増設な
ど、住民の衣食住を整えることで地域活性化を考
えてほしい。菊間町内で衣食住への底上げができ
ると住民数の推移もあがり、今治市全体の底上げ
にも繋がる。松山市に近い地域として町おこしも
企画してほしい。

１　菊間、亀岡両地区に学校が残る
これまでの意見
・両地区に子どもがいる（地域拠点となる学
　校がある）ことで、コミュニティ活動を継
　続できる。地域格差なく町おこしも展開で
　きる。
・学校は地域の避難所や伝統ある祭りや文化
　祭など、コミュニティの核として機能して
　いる側面があり、各地区に学校という存在
　は必要不可欠、地域も子どもたちのために
　と活性化や整備への意欲が衰えず、継続で
　きている。
・地域のバランスを考えてほしい。菊間には
　中学校、亀岡には小学校という教育拠点が
　あることで、それぞれが地域の交流、防
　災、子育て支援など多様な役割を担ってい
　けるのではないか。（委員以外の意見）

【参考】

（愛馬会副会長・NPO法人菊間会代表の

意見）

馬がいる学校はいいが、小学校でお供

馬のような大きい馬を世話するのは難し

い。新潟の粟島の学校は小さい馬であり、

近くに牧場がある。いつも大人がついて

いるわけにはいかないと思う。中学校な

どでは、飼うこともできる。中学校は総

合的な学習で馬の世話もしている。小学

校は、今作っている「ふれあい体験」で

お供馬の勉強もしている。今の形でいい

と思う。愛馬会では、10年先のことを

考えて、馬のセラピー等に取り組んでい

る。将来のお供馬の事をいろいろと考え

て、その他も、取り組みを考えている。

学校統合も、しっかり将来のこと、先の

ことを考えて、いろいろなことに取り組

んでほしい。



●今後、さらに広い範囲で統合が必要になるかもしれない。今の段階から、短期的でなく長期的に広域統合を検討してほしい。
●大西小、中学校と統合してはどうか。
●10年後まで小学校が存続できるのか？

そ
の
他

目
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●統合直後、こどもの心理不安への対応（交流、丁寧な対話）
●統合前の先生の配置、適切な引継ぎの保障
●規模が変わっても必要な子どもに丁寧な配慮を行う体制をとってほしい。
●統合後に出てきた問題や改善点について早急に対応できるようにしてほしい。
●住民説明はするか
●保護者説明のときに、適切な対応をしてほしい。
●地域、保護者にわだかまりがないようにしたい。
●現役の保護者の意見を大事に吸い上げて、より良い統合になるように願う。

●多くの人と関わり、人間的に成長できる
●安心安全に通学し、安全な施設環境が整っている
●災害時に子どもの命が守られる
●地域で見守り、交流し、子どもの郷土愛が育つ
●信頼できる大人たちに囲まれている/相談できる先生がいる
●教職員がゆとりをもって子どもに関われる/子どもの不安に寄り添える教職員配置
●統廃合を繰り返さず、将来にわたって安定した学校運営ができる
●生き生きとして毎日楽しく元気に学校生活が送れる
●学習能力の向上の取り組み
●少数ながら他の学校にはない特色を持つ、恵まれた環境でのびのび育つ
●自分が挑戦したい、やってみたいと興味があるものごとに挑戦できる環境があること
●遊具や備品が常に整っている
●保護者同士、学校と家庭、地域との関係が良好である
●１学級20人以上、２クラス。せめて複式学級はなくしたい

地域住民や保護者にとって丁寧な説明が必要となる


